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中
心
に
、
実
態
を
踏
ま
え
た
方
向
性
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
た
。

　
実
態
調
査
は
全
国
学
習
塾
協
会
に
所
属
す

る
す
べ
て
の
学
習
塾
と
、
学
習
塾
に
通
う

小
・
中
学
生
を
持
つ
保
護
者
に
対
し
て
行
わ

れ
た
。
学
習
塾
か
ら
の
回
答
に
よ
る
と
、
集

団
指
導
は
「
現
状
を
維
持
」、
個
別
は
「
増

加
す
る
」
と
見
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
。
ま
た
、
集
団
指
導
で
最
も
重
要
だ

と
感
じ
る
能
力
・
役
割
に
つ
い
て
、
塾
・
保

護
者
と
も
「
わ
か
り
や
す
さ
」
が
１
位
で

あ
っ
た
が
、
２
位
を
塾
が
「
塾
生
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
い
る
の
に
対

し
、
保
護
者
は
「
理
解
度
の
把
握
」
を
挙
げ

て
お
り
、
意
見
の
違
い
が
見
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
２
級
合
格
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
、
受
験
理
由
は
全
体
で
「
塾
の

上
司
に
勧
め
ら
れ
た
」
が
一
番
多
く
80
・
４

％
。
取
得
後
の
効
果
は
、
２
０
０
８
年
度
の

合
格
者
は
「
特
に
な
い
」
が
53
・
１
％
で
１

位
だ
っ
た
が
、
２
０
０
９
年
度
で
は
、
試
験

結
果
に
対
す
る
考
察
を
受
検
者
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

「
自
分
の
弱
点
が
明
確
に
な
っ
た
」
が
50
％

で
１
位
。「
合
格
し
た
こ
と
で
自
信
が
つ
い

た
」「
塾
講
師
と
し
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
っ
た
」
が
い
ず
れ
も
30
％
を
超
え
た
。

　「
１
級
を
受
検
し
た
い
か
」
の
質
問
に
は
、

「
是
非
受
検
し
た
い
」
が
35
・
７
％
で
一
番
多

く
、
次
い
で
「
特
に
受
検
し
よ
う
と
は
思
わ

な
い
」
が
25
・
５
％
。「
塾
が
費
用
を
出
し
て
く

れ
れ
ば
受
け
た
い
」
は
17
・
９
％
に
上
っ
た
。

　
１
級
取
得
に
期
待
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、「
塾

生
や
保
護
者
に
浸
透
し
、
世
の
中
の
認
知
度

が
高
ま
る
」
が
全
体
で
66
・
１
％
と
ト
ッ
プ
。

「
社
会
的
な
ス
テ
イ
タ
ス
が
高
ま
る
」「
賃

金
・
処
遇
向
上
の
基
準
・
目
安
」
が
続
い
た
。

　
こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
、
委

員
会
で
は
「
取
得
後
の
メ
リ
ッ
ト
が
は
っ
き

り
と
打
ち
出
せ
れ
ば
、
認
知
度
も
上
が
る
の

で
は
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

教
員
免
許
を
持
っ
て
い
て
も
、
現
実
に
塾
生

の
成
績
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
、
処
遇
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
、
ど
の
よ
う

に
処
遇
に
反
映
で
き
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。

個
別
指
導
の

検
定
制
度
も
視
野
に

　
現
在
検
定
は
「
集
団
指
導
」
を
対
象
に

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
個
別
指
導
の
検
定
制

度
を
ど
う
す
る
か
も
話
し
合
わ
れ
た
。
個
別

と
集
団
で
は
、
求
め
ら
れ
る
能
力
は
重
複
し

て
い
る
部
分
が
多
い
も
の
の
、
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
の
考
察
で
は
、
個
別
指
導
に
固

有
の
特
性
と
し
て
「
コ
ー
チ
ン
グ
」
の
概
念

を
挙
げ
る
意
見
が
多
か
っ
た
。
コ
ー
チ
ン
グ

の
ス
キ
ル
で
あ
る
「
傾
聴
」「
承
認
」「
質

問
」
の
実
践
。
生
徒
の
話
を
聞
い
て
理
解
し
、

さ
ら
に
生
徒
の
理
解
度
を
確
認
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
い
う
。

　
委
員
会
で
は
個
別
指
導
の
検
定
に
つ
い
て
、

「
ア
ル
バ
イ
ト
講
師
も
多
く
、
す
べ
て
受
検

さ
せ
る
の
は
困
難
。
研
修
と
い
う
形
で
使
う

の
は
ど
う
か
」
と
い
う
意
見
や
、「
個
別
は

保
護
者
の
期
待
が
高
い
だ
け
で
な
く
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
生
徒
の
伸
び
し
ろ
を
把
握

し
て
合
格
さ
せ
る
、
集
団
以
上
に
厳
し
い

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
時
間
の
概
念
を
入
れ

て
は
」
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
検
定
制
度
を
さ
ら
に
高
度
化
さ

せ
る
た
め
の
意
見
交
換
が
さ
れ
た
。
審
査
結

果
の
バ
ラ
つ
き
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
も

の
の
、
不
合
格
者
の
中
に
は
、
試
験
方
法
の

誤
解
（
実
技
試
験
は
授
業
映
像
を
見
て
審
査

さ
れ
る
が
、
規
定
に
沿
わ
な
い
独
自
の
模
擬

授
業
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
提
出
し
、
不
合
格
と
な
る

ケ
ー
ス
）
が
あ
り
、
検
定
そ
の
も
の
の
認
知

度
と
も
に
試
験
要
領
の
周
知
も
徹
底
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
資
格
を
持
つ
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
の
創
出
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
１
級
取

得
者
は
他
塾
の
研
修
に
派
遣
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
や
、
大
学
の
単
位
認
定
と
し

て
使
え
な
い
か
と
い
う
声
も
挙
が
っ
た
。
大

学
の
教
育
実
習
だ
け
で
は
教
え
方
の
ス
キ
ル

ま
で
は
修
得
し
に
く
く
、
新
人
教
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
一
助
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
に
も
期
待
が
か
か
る
。

　
ま
た
１
級
検
定
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
に
あ

た
り
審
査
員
の
増
員
も
急
務
。
目
標
の

１
３
０
人
に
対
し
現
在
は
30
人
ほ
ど
で
、
１

月
14
日
の
研
修
会
で
、
新
た
に
審
査
員
を
認

定
・
増
員
を
図
っ
た
。

１
級
検
定
ス
タ
ー
ト
に
向
け
、

審
査
員
を
増
員

　
検
定
試
験
で
は
、
い
わ
ゆ
る
カ
リ
ス
マ
講

師
の
よ
う
な
個
人
の
特
性
に
よ
る
能
力
に
つ

い
て
は
審
査
せ
ず
、
塾
講
師
と
し
て
共
通
に

求
め
ら
れ
、
か
つ
客
観
的
に
判
断
で
き
る
知

識
・
技
術
・
能
力
を
対
象
範
囲
に
試
験
が
行

わ
れ
る
。

　
検
定
は
集
団
指
導
１
級
・
２
級
・
３
級
が

あ
り
、
実
技
試
験
に
よ
る
認
定
は
２
級
以
上
。

こ
れ
ま
で
２
級
に
合
格
し
た
人
は
２
６
８
人
。

１
級
検
定
は
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定

で
、
協
会
で
は
審
査
員
の
養
成
の
た
め
の

「
学
習
塾
講
師
検
定
審
査
員
公
開
研
修
会
」

を
１
月
14
日
開
催
の
塾
教
育
総
合
展
（
Ａ
Ｊ

Ｃ
全
国
学
習
塾
協
同
組
合
主
催
）
の
中
で

行
っ
た
。

　
研
修
会
の
冒
頭
、
同
協
会
の
伊
藤
政
倫
会

長
が
挨
拶
。
大
阪
府
羽
曳
野
市
が
市
役
所
の

一
部
を
中
学
生
に
自
習
室
と
し
て
開
放
。
市

の
職
員
や
一
般
か
ら
募
集
し
た
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
が
対
応
す
る
こ
と
に
触
れ
、「
塾
講

師
の
皆
さ
ん
が
学
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に
ど
ん

な
努
力
を
し
て
い
る
か
、
一
般
の
方
は
あ
ま

り
ご
存
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
一
定

の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
講
師
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
た
め
、
塾
講
師
検
定
を
作
り
ま
し

た
。
今
日
の
研
修
会
で
は
、
審
査
方
法
を
理

解
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
皆
さ
ん
に
は
一
段

階
上
の
立
場
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
『
大
き

く
な
っ
た
ら
塾
の
先
生
に
な
り
た
い
』
と
言

う
よ
う
な
カ
ッ
コ
い
い
先
生
を
育
て
て
い
た

だ
き
た
い
。
塾
講
師
が
素
晴
ら
し
い
職
業
で

あ
る
と
思
え
る
業
界
を
目
指
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
」

と
述
べ
た
。

　
検
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ

サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
主
任
研
究

員
の
豊
島
竹
男
氏
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
豊

島
氏
は
「
塾
講
師
の
能
力
を
型
に
は
め
る
の

は
不
可
能
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｆ
１

ド
ラ
イ
バ
ー
も
運
転
免
許
が
必
要
な
よ
う
に
、

共
通
の
枠
組
み
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
た
。
ま
た
採
点
方
法
に
つ

い
て
、
１
級
か
ら
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
評
価
す

る
「
加
点
法
」
を
用
い
る
予
定
と
解
説
し
た
。

　
そ
の
後
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
デ
ィ
ク
シ
ョ

ナ
リ
ー
（
塾
講
師
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
的
な

知
識
や
技
術
・
能
力
を
具
体
的
に
記
述
し
た

も
の
。
こ
れ
で
検
定
の
学
習
を
す
る
）
の
内

容
を
実
際
の
授
業
映
像
で
再
現
し
た
自
習
用

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
、
審
査
試
行
と
解
説
が
行
わ

れ
た
。
午
後
に
は
審
査
員
資
格
認
定
試
験
が

実
施
さ
れ
た
。

検
定
を
受
け
、

「
自
分
の
弱
点
」
が
明
確
に

　
続
く
18
日
、
学
習
塾
講
師
能
力
評
価
シ
ス

テ
ム
高
度
化
事
業
検
討
委
員
会
の
第
２
回
が
、

東
京
・
品
川
の
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
に
て
行
わ
れ
た
。
実
態

調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
結
果
が
報
告
さ
れ
、

玉
川
大
学
の
山
口
榮
一
教
職
大
学
院
教
授
を

㈳全国学習塾協会の伊藤政倫
会長が挨拶

玉川大学
山口榮一教職大学院教授

塾教育総合展にて開催された「学習塾講師検定審査員
公開研修会」

実態を踏まえた方向性について検討された

　
㈳
全
国
学
習
塾
協
会
が
２
０
０
８
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
学
習
塾
講
師
検
定
」。
こ
れ

は
若
手
の
学
習
塾
講
師
（
特
に
初
心
者
）
に
対
し
、
講
師
に
求
め
ら
れ
る
知
識
・
技
術
・
能
力

を
体
系
立
て
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
経
済
産
業
省
の
支
援
を
受
け
、
同
協
会
が
制
度
を
策
定
。

塾
講
師
の
６
割
が
大
学
生
を
中
心
と
し
た
非
正
社
員
で
あ
る
こ
と
や
定
着
率
の
低
さ
、
能
力
開

発
機
会
の
不
足
を
解
消
し
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
と
育
成
を
図
る
の
が
目
的
だ
。

学
習
塾
講
師
検
定
に
関
し
て
は

http://w
w
w
.jja.or.jp

に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

社
団
法
人
全
国
学
習
塾
協
会
が

「
塾
講
師
検
定
」
普
及
の
た
め
に

審
査
員
の
育
成
研
修
会
と

能
力
評
価
検
討
委
員
会
を
開
催

１
月
14
日
㈭ 
「
学
習
塾
講
師
検
定
審
査
員
公
開
研
修
会
」

１
月
18
日
㈪ 

「
学
習
塾
講
師
能
力
評
価
シ
ス
テ
ム
高
度
化
事
業
検
討
委
員
会
」


